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１１

概概
観観

令
和
５
年
版
防
衛
白
書
は
、

令
和
４
年
12
月
に
戦
略
三
文

書
が
策
定
さ
れ
て
か
ら
初
め

て
刊
行
さ
れ
た
白
書
で
あ
り
、

三
文
書
策
定
の
経
緯
や
概
要

を
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、

わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
環
境
や
、
防
衛
省
・
自
衛

隊
の
取
組
に
つ
い
て
、
重
点

を
強
調
す
る
と
と
も
に
新
た

な
事
項
を
取
り
込
み
つ
つ
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

巻
頭
特
集
で
は
、
特
集
１

「
激
変
す
る
時
代
～
10
年
の

変
化
～
」
と
し
て
、
２
０
１

３
年
に
初
め
て
国
家
安
全
保

障
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
以
降

の
安
全
保
障
環
境
や
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
取
組
の
約
10
年
の

変
化
を
紹
介
し
、
特
集
２
で

は
「
国
家
防
衛
戦
略
」
と
し

て
、
昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ

た
国
家
防
衛
戦
略
に
つ
い
て

写
真
や
図
表
を
使
い
簡
潔
に

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
。
更
に
内
容
の
要
約
版
と

し
て
「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
、

続
い
て
、
国
内
外
で
活
動
す

る
「
活
躍
す
る
自
衛
隊
員
」

を
紹
介
し
て
お
り
、
防
衛
力

そ
の
も
の
で
あ
る
「
人
」
に

焦
点
を
当
て
た
構
成
と
し
て

い
る
。

防
衛
白
書
は
、
従
来
か
ら

わ
が
国
防
衛
の
現
状
や
課
題
、

取
組
を
発
信
し
て
き
て
お
り
、

時
代
や
そ
の
年
ご
と
の
特
徴

が
出
て
い
る
も
の
だ
が
、
今

年
版
は
三
文
書
や
抜
本
的
に

強
化
さ
れ
た
予
算
の
裏
付
け

を
ベ
ー
ス
と
し
て
積
極
的
な

防
衛
交
流
や
対
話
、
部
隊
・

隊
員
の
活
動
、
活
動
基
盤
な

ど
の
強
化
と
い
う
形
で
整
理

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
各
要

素
は
相
互
に
関
連
を
持
ち
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

つ
い
て
は
戦
略
的
に
重
要
な

位
置
づ
け
と
し
て
強
調
さ
れ

る
と
と
も
に
、
白
書
全
体
で

は
、
わ
が
国
を
自
ら
の
手
で

守
り
抜
く
と
い
う
強
い
決
意

を
持
っ
て
発
信
さ
れ
て
い
る

印
象
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

以
下
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に

ま
と
め

ら
れ
た

各
項
目

の
要
点

と
そ
の

内
容
を

中
心
に
、

特
筆
す

べ
き
重

点
事
項
や
新
た
に
取
り
入
れ

ら
れ
た
事
項
な
ど
順
を
追
っ

て
整
理
し
て
み
た
い
。

２２

厳厳
しし
ささ
をを
増増
すす
イイ
ンン
ドド

太太
平平
洋洋
地地
域域
のの
安安
全全
保保
障障

巻
頭
で
浜
田
防
衛
大
臣
が

「
戦
後
最
大
の
試
練
の
時
を

迎
え
る
国
際
社
会
」
と
し
て
、

新
た
な
危
機
に
直
面
し
て
い

る
危
機
感
を
示
し
て
い
る
。

科
学
技
術
の
急
速
な
進
展
に

伴
い
Ａ
Ｉ
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
ゲ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

と
な
り
う
る
先
端
技
術
が
、

情
報
戦
や
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・

電
磁
波
領
域
を
含
み
、
領
域

横
断
的
に
軍
事
的
手
段
と
非

軍
事
的
手
段
と
を
組
み
合
わ

せ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
形
で
安
全
保
障

環
境
に
影
響
す
る
時
代
で
あ

る
こ
と
や
、
１
年
半
経
過
し

た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
戦
力

な
ど
の
軍
備
増
強
を
伴
い
つ

つ
、
軍
事
的
な
影
響
だ
け
で

は
な
く
、
ア
ジ
ア
を
含
む
国

際
秩
序
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国

際
情
勢
に
も
影
響
し
て
い
る

点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
米
中
の
戦
略
的
競
争
と

と
も
に
緊
張
感
が
高
ま
る
台

湾
情
勢
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開

発
を
進
展
さ
せ
る
北
朝
鮮
、

ロ
シ
ア
と
中
国
と
の
戦
略
的

な
連
携
に
つ
い
て
強
い
危
機

感
を
も
っ
て
解
説
さ
れ
て
い

る
。

３３

真真
にに
国国
民民
をを
守守
りり
抜抜
けけ

るる
体体
制制
のの
構構
築築

わ
が
国
が
、
戦
後
最
も
厳

し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境

に
直
面
し
て
い
る
状
況
等
を

踏
ま
え
、
必
要
な
防
衛
力
の

抜
本
的
改
革
を
実
現
し
、
真

に
国
民
を
守
り
抜
け
る
体
制

を
作
り
上
げ
る
べ
く
、
昨
年

末
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
、

国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整

備
計
画
が
纏
め
ら
れ
た
。
特

に
国
家
防
衛
戦
略
で
は
、
わ

が
国
防
衛
の
目
標
や
、
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
手
段
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
防
衛
力
抜
本
的
強
化

「
元
年
」
予
算
と
し
て
、
防

衛
装
備
品
な
ど
の
大
幅
な
予

算
増
額
や
、
弾
薬
、
維
持
整

備
、
施
設
、
生
活
、
勤
務
環

境
な
ど
へ
の
き
め
細
か
な
手

当
て
や
、
よ
り
実
効
的
な
活

動
基
盤
を
維
持
し
う
る
予
算

構
造
（
予
算
区
分
の
細
分
化

に
よ
る
分
類
管
理
）
と
し
て

い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。

４４

防防
衛衛
目目
標標
をを
実実
現現
すす
るる

たた
めめ
のの
アア
ププ
ロロ
ーー
チチ

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状

変
更
を
容
認
し
な
い
安
全
保

障
環
境
の
創
出
や
、
同
盟
国
・

同
志
国
と
と
も
に
抑
止
対
処

し
、
わ
が
国
と
し
て
責
任
を

も
っ
て
対
処
し
排
除
す
る
と

の
防
衛
目
標
の
も
と
、
①
わ

が
国
独
自
の
防
衛
体
制
強
化
、

②
日
米
同
盟
の
抑
止
力
と
対

処
力
の
強
化
、
③
同
志
国
な

ど
と
連
携
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
と
す
る
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
実
現
す
る
上
で
根
底
に

あ
る
努
力
の
方
向
と
し
て
、

抑
止
・
対
処
の
従
来
の
考
え

方
に
加
え
、
「
安
全
保
障
環

境
の
創
出
」
と
い
う
表
現
が

使
わ
れ
、
外
交
力
、
情
報
力
、

経
済
力
、
技
術
力
を
含
め
た

国
力
を
統
合
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
手
段
を
体
系
的
に
組

み
合
わ
せ
て
国
全
体
の
防
衛

体
制
を
構
築
し
運
用
し
て
い

く
と
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

更
に
、
今
回
初
め
て
明
文
化

さ
れ
た
「
反
撃
能
力
」
に
つ

い
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
柔
軟
に
選
択
さ
れ

る
抑
止
措
置
（
Ｆ
Ｄ
Ｏ
）
と

し
て
の
訓
練
、
演
習
や
、
戦

略
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｓ
Ｃ
）
を
政
府
一
体
と
な

り
、
ま
た
同
盟
国
・
同
志
国

な
ど
と
と
も
に
充
実
・
強
化

し
て
い
く
と
と
も
に
、
防
衛

生
産
・
技
術
基
盤
及
び
人
的

基
盤
の
強
化
や
衛
生
機
能
の

変
革
に
つ
い
て
、
防
衛
力
を

発
揮
す
る
基
盤
と
し
て
戦
略

的
な
活
動
を
支
え
て
お
り
、

様
々
な
活
動
方
法
や
手
段
が
、

戦
略
的
要
素
と
し
て
論
理
的
・

立
体
的
か
つ
比
較
的
平
易
に

纏
め
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目

す
べ
き
で
あ
る
。

５５

共共
通通
基基
盤盤
なな
どど
のの
強強
化化

共
通
基
盤
の
う
ち
、
防
衛

生
産
・
技
術
基
盤
の
強
化
に

つ
い
て
は
、
重
要
な
要
素
と

し
て
強
調
さ
れ
始
め
て
幾
久

し
い
が
、
今
回
の
白
書
の
記

述
か
ら
は
、
わ
が
国
の
経
済

的
・
社
会
的
発
展
そ
の
も
の

や
、
国
家
と
し
て
技
術
的
優

越
の
確
保
に
戦
略
的
に
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ひ
と
つ

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、

防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
は

「
自
国
で
の
装
備
品
の
研
究

開
発
・
生
産
・
調
達
を
安
定

的
に
確
保
」
す
る
た
め
の
不

可
欠
な
基
盤
で
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
大
幅
に

増
強
さ
れ
た
防
衛
予
算
に
対

し
、
そ
の
準
備
に
耐
え
う
る

企
業
の
「
体
力
の
強
化
」
、

官
民
「
連
携
力
の
強
化
」
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
も
意
味

す
る
。
さ
ら
に
、
防
衛
装
備

移
転
の
項
で
は
、
わ
が
国
に

と
っ
て
望
ま
し
い
安
全
保
障

環
境
を
創
出
す
る
な
ど
重
要

な
政
策
的
手
段
で
あ
る
と
表

現
さ
れ
て
お
り
、
国
際
的
な

競
争
に
耐
え
う
る
技
術
力
と

基
盤
造
り
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
こ

れ
ら
は
官
民
一
体
と
な
っ
た

戦
略
的
か
つ
具
体
的
な
努
力

と
し
て
の
意
義
を
持
つ
と
と

も
に
、
白
書
を
通
じ
て
広
く

関
連
企
業
や
指
揮
者
層
に
発

信
さ
れ
て
い
る
要
素
と
し
て

も
捉
え
る

こ
と
が
で

き
意
義
深

い
の
で
は

な
い
だ
ろ

う
か
。

ま
た
、

少
子
化
に

伴
う
募
集

対
象
人
口

の
減
少
に

向
け
た
対

応
や
、
隊

員
の
処
遇
改
善
は
も
と
よ
り
、

家
族
支
援
、
地
域
社
会
や
環

境
と
の
共
生
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
向
上
や
女
性
の

活
躍
推
進
な
ど
に
つ
い
て
幅

広
い
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
衛
生
機
能
の

変
革
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
医
療
・

後
送
態
勢
を
確
立
す
る
と
の

目
標
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
を
も
踏
ま
え

た
大
き
な
進
化
の
要
素
の
一

つ
で
あ
る
と
思
料
す
る
。

各
種
基
盤
に
つ
い
て
は
、

例
年
の
白
書
で
も
説
明
さ
れ

て
い
る
が
、
年
ご
と
の
進
化

を
読
み
解
く
の
も
興
味
深
い

も
の
で
あ
る
。
人
的
基
盤
に

つ
い
て
は
、
隊
員
の
国
防
に

対
す
る
強
い
使
命
感
が
任
務

完
遂
の
普
遍
的
な
ベ
ー
ス
で

は
あ
る
が
、
勤
務
環
境
、
家

族
支
援
や
地
域
に
よ
る
支
援

等
の
諸
施
策
や
、
任
務
・
訓

練
へ
専
念
で
き
る
環
境
造
り

が
年
々
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
点
に
つ
い
て
も
再
認
識

さ
せ
ら
れ
る
。

滋滋
賀賀
県県
特特
別別
会会
員員

奥
村
直
広

様

５
千
円

内内
部部
部部
局局

鈴
木
敦
夫

様

５
万
円

航航
空空
自自
衛衛
隊隊

森
川
龍
介

様

２
万
円

德
重
勇
一

様

１
万
円

埼埼
玉玉
県県
隊隊
友友
会会
員員

松
本
克
巳

様

１
万
円

（
順
不
同
、
九
月
三
十
日
現
在
）

８月 31 日、防衛省は令和６年度概算要求内容を
公表した。
その中での「重点ポイント」のひとつとして常設

統合司令部（仮称）の創設を上げている。ここでは、
常設統合司令部創設などの新規編成事業を紹介する。
（部隊名の「仮称」は省略）
◯常設統合司令部を当初２４０人態勢で市ヶ谷に新
編（指揮官は指定職７号俸の将官（注１））
◯陸海空共同の部隊として「自衛隊海上輸送群」を
呉に新編
◯空自新田原基地に F-35B（注２）臨時飛行隊を
新編

◯海自地方隊の改編（大湊地方隊を横須賀地方隊に
統合）
◯陸自高等工科学校を３自衛隊の共同化・男女共学
化
◯防衛大学校の情報工学科をサイバー・情報工学科
に改編

注１：指定職７号俸の自衛官は陸海空幕僚長と同じ
（統合幕僚長は８号俸）
注２：F-35には ABC の３タイプがあり、Bタイプは垂
直に着陸（離陸は短距離離陸）ができるため、改修中
の護衛艦「いずも」「かが」に着艦が可能となる。

市市ヶヶ谷谷にに常常設設統統合合司司令令部部をを創創設設
新新田田原原にに FF‐‐3355 ＢＢをを配配備備ななどど

９
月
27
日
、
第
46
次
派
遣

海
賊
対
処
行
動
水
上
部
隊

（
情
報
収
集
活
動
兼
務
）
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
護
衛
艦

「
あ
け
ぼ
の
」
の
出
国
行
事

が
、
佐
世
保
基
地
倉
島
岸
壁

で
行
わ
れ
た
。
行
事
は
、
佐

世
保
地
方
総
監
・
俵
干
城
海

将
を
は
じ
め
と
す
る
各
級
指

揮
官
、
隊
員
、
乗
員
家
族
の

ほ
か
、
支
援
団
体
な
ど
の
来

賓
ら
が
参
列
し
、
隊
友
会
か

ら
は
江
見
雅
博
長
崎
県
隊
友

会
長
、
豊
住
太
佐
世
保
支
部

長
が
参
列
し
「
あ
け
ぼ
の
」

は
盛
大
な
見
送
り
の
中
出
港

し
た
。

出
港
に
先
立
つ
９
月
21
日
、

長
崎
県
隊
友
会
は
、
隊
友
会

を
代
表
し
て
「
あ

け
ぼ
の
」
を
訪
問

し
激
励
し
た
。
激

励
で
は
、
「
あ
け

ぼ
の
」
士
官
室
に

お
い
て
江
見
会
長

か
ら
派
遣
部
隊
指

揮
官
「
あ
け
ぼ
の
」

艦
長
・
外
川
久
人

２
等
海
佐
と
先
任

伍
長
・
山
﨑
勝
利
海
曹
長
へ

任
務
の
完
遂
と
無
事
の
帰
国

を
祈
っ
て
隊
友
会
か
ら
の
激

励
品
を
贈
呈
し
た
。
後
日
、

江
見
会
長
へ
外
川
艦
長
か
ら

「
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂

し
、
我
が
国
の
国
益
に
資
す

る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
所
存
」

と
の
決
意
が
記
さ
れ
た
お
礼

状
が
届
き
、
た
い
へ
ん
心
強

く
感
じ
た
。

（（
佐佐
世世
保保
支支
部部
事事
務務
局局
次次
長長
・・

早早
田田
徹徹
也也
））

出港する「あけぼの」

左から豊住支部長、江見会長、
外川艦長、山﨑先任伍長

佐佐
世世
保保
かか
らら
「「
ああ
けけ
ぼぼ
のの
」」
がが
出出
港港

長長
崎崎
県県
隊隊
友友
会会
がが
激激
励励

戦
争
を
始
め
る
よ
り
終
え

る
こ
と
が
よ
り
難
し
い
。
戦

争
の
終
わ
ら
せ
方
は
、
一
方

の
「
決
定
的
勝
利
」
に
よ
る

か
、
双
方
の
「
妥
協
的
な
和

平
」
に
よ
る
の
が
通
常
で
あ

る
。
「
決
定
的
勝
利
」
の
典

型
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

米
英
ソ
な
ど
連
合
国
に
よ
る

ド
イ
ツ
、
日
本
に
対
す
る
勝

利
で
あ
り
、
「
妥
協
的
な
和

平
」
の
代
表
例
は
、

根
本
的
な
問
題
は
棚

上
げ
に
し
て
休
戦
に

つ
い
て
の
み
合
意
し

た
朝
鮮
戦
争
で
あ
ろ

う
。ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争

は
、
２
０
２
２
年
２

月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る

侵
略
開
始
よ
り
約
１

年
半
が
経
過
し
た
が
、

激
し
い
攻
防
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
東
部
、
南
部

で
続
い
て
い
る
。
戦

争
当
初
は
、
軍
事
超

大
国
ロ
シ
ア
に
よ
る

早
期
の
「
決
定
的
勝
利
」
も

予
想
さ
れ
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
強
靭
な
抵
抗
、
ロ
シ
ア

軍
の
作
戦
、
補
給
面
で
の
ず

さ
ん
さ
な
ど
に
よ
り
、
戦
争

は
長
期
化
し
た
。
昨
年
秋
以

降
は
欧
米
の
支
援
を
受
け
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
反
撃
に
よ
り

多
く
の
領
土
が
奪
還
さ
れ
、

今
年
の
６
月
以
降
の
本
格
的

な
反
攻
に
よ
り
、
形
勢
が
逆

転
す
る
と
の
期
待
も
あ
っ
た

が
、
ロ
シ
ア
軍
の
地
雷
、
塹

壕
を
駆
使
し
た
強
固
な
防
御

陣
地
に
阻
ま
れ
、
熾
烈
な
戦

闘
が
継
続
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
は
、
国
際
社
会
に

よ
り
様
々
な
制
裁
が
課
さ
れ

つ
つ
も
、
中
国
、
イ
ン
ド
な

ど
制
裁
に
組
し
な
い
国
々
と

の
貿
易
に
よ
り
一
定
の
継
戦

能
力
を
維
持
し
て
い
る
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
「
非
ナ
チ
化
」

な
ど
の
当
初
の
戦
争
目
的
は

実
現
不
可
能
と
な
り
、
い
ま

や
戦
争
を
続
け
る
こ
と
自
体

が
目
的
化
し
て
い
る
。
一
方

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
そ
の
主

権
と
独
立
を
守
る
強
い
決
意

と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

様
々
な
戦
争
犯
罪
へ
の
怒
り

か
ら
、
欧
米
諸
国
の
支
援
を

得
つ
つ
、
ク
リ
ミ
ア
を
含
む

領
土
の
回
復
を
目
指
し
て
戦

闘
を
続
け
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
こ
の
戦
争
は
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
国
際
法
、
国

連
憲
章
を
無
視
し
た
一
方
的

な
侵
略
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
を

敗
退
さ
せ
る
こ
と
が
国
際
正

義
に
か
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
果
て
し
な
い
消
耗
戦
の

継
続
は
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
双
方
の
人
命
、
物
的
資

源
の
損
耗
の
み
な
ら
ず
、
国

際
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
資

源
、
食
料
価
格
の
高
騰
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
疲
れ
な

ど
様
々
な
弊
害
を
生
み
出
し

て
い
る
。

戦
闘
の
膠
着
が
続
く
中
、

今
や
「
妥
協
的
な
和
平
」
の

道
を
真
剣
に
探
る
べ
き
時
で

あ
ろ
う
。
「
妥
協
」
と
は
言
っ

て
も
、
①
主
権
と
領
土
の
一

体
性
と
い
う
国
際
法
の
原
則

を
尊
重
す
る
こ
と
、
②
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
将
来
的
な
安
全
保

障
と
経
済
復
興
を
担
保
す
る

こ
と
、
が
不
可
欠
で
あ
る
。

国
際
社
会
に
は
、
こ
の

「
針
の
穴
」
を
通
す
よ
う
な

難
し
い
問
題
へ
の
解
を
見
出

す
た
め
に
、
落
と
し
ど
こ
ろ

を
探
る
知
恵
と
、
紛
争
当
事

国
を
納
得
さ
せ
る
説
得
力
な

ど
、
真
の
「
外
交
力
」
の
発

揮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

常常
務務
執執
行行
役役
山山
本本
達達
夫夫

や
ま
も
と
た
つ

お

戦戦争争のの終終わわららせせ方方

城
殿
保
（
元
航
空
教
育
集
団
司
令
官
元
空
将
）

き

ど
の

た
も
つ

令令
和和
５５
年年
版版

防防
衛衛
白白
書書

ーー
戦戦
略略
三三
文文
書書
とと
とと
もも
にに
強強
いい
決決
意意
をを
発発
信信
ーー

（（
２２
面面
へへ
））

－令和６年度概算要求・新規編制事業のポイント－

令和５年10月15日
第834号

公益社団法人　隊友会　https://www.taiyukai.or.jp/ 来年度からの新連載
開始に向けて記事を
募集します

８面に詳細

春の異動
引越見積支援サービスを
各地で実施
２次元コード利用による事務の
効率化を図る（２面）

８面に「元気のある
支部」の連載を開始し
ました。
第１回は鹿児島県国分支部です。

令和５年度定時総会
の議決権行使要領と議案を

４面と５面の間に同封しました。

「防衛省からのお知らせ」
－防衛省を退職した皆様へ－

４面に掲載

新理事長に

岩﨑茂相談役
が就任

元気のある支部
投稿募集

８面に詳細

令和５年度中央防衛セミナー
You tube Live 配信のお知らせ
開催日時　11月17日（金）　13：00～ 16：30

詳細は２次元コードから


